
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１日（月） 歯科検診（12：45～） １７日（水） ダンス教室（４・５歳児） 

 ３日（水） かがくタイム（５歳児） ２２日（月） カワイ体育教室（３歳以上児） 

 ４日（木） ３歳児参観懇談会 ２４日（水） ２歳児参観 

 ９日（火） スマイル集会         ２５日（木） 寺内小訪問（５歳児） 

１５日（月） カワイ体育教室（３歳以上児） ２６日（金） ３歳以上児誕生会 

１６日（火） 交通安全教室（５歳児）   

令和８年６月１日 

 

 

 

６月の行事予定 

 

【ことり組】 

＊ すがわら  さん 

 

どうぞよろしく 

お願いいたします。 

＊新しいお友だち＊ 

 

晴れたり雨が降ったり・・と、天気の移り変わりが多い日が続いています。こ

れから雨の日も多くなりあじさいがきれいに色づき始める梅雨の季節となりま

すが雲の間から時折顔を見せる日差しが初夏の訪れを感じさせてくれます。 

1 年の流れは早いもので新年度が始まってもう 2 ヶ月が経ちました。進級当初

は緊張していた子ども達もすっかり新しい環境に慣れたようで子どもたちの適

応能力には驚くばかりです。雨上がり、カタツムリやカエルを見つけると子ども

達は大興奮で教えてくれます。この時期ならではの自然を目や肌で感じて学んで

いるようです。また、葉っぱの上にのった雨のしずくを「キラキラの宝石みたい」

と目を丸くしてじっと観察しています。大人はうっとうしく感じる梅雨ですが、

子ども達にとっては、梅雨の時期も楽しいことがいっぱいです。雨の日の空はど

んよりしていますが園内は元気で明るい声で溢れています。また、雨の中に咲く

きれいな紫陽花が心のジメジメを吹き飛ばしてくれます。子ども達の笑顔もあじ

さいに負けずに咲いているようです。 

 

 

       雨上がりの園庭をみてごらん 

水たまりには 青空が映っているよ 

       雨の日のお外をみてごらん   

色とりどりの傘の花が咲いているよ 

お気に入りの傘や長靴 気分もルンルン♥ 

「明日天気にな～あれ」てるてる坊主のお願い 届くかな？ 

梅雨の季節も楽しいことが いっぱい！！ 
 

 

今後さらに暑くなりますので、本格的な夏に向けて風通しの良い衣服など調整

して登園するようにお願いします。また汗をかいた後のこまめな着替えのための

衣類なども準備お願いいたします。今月も子ども達と元気に過ごしていきたいと

思います。 

                   園 長  千葉 純子 

 

  

 

 

＊ひざの上に子どもの頭を乗せ、寝かせ磨きをする。 

＊鉛筆と同じように歯ブラシを持ち優しい力で磨く。 

＊奥歯の溝、歯と歯茎の間、歯と歯の間、歯の裏は特に 

丁寧に磨きます。 

＊歯と歯茎の間はブラシを 45°に当てる。 
 

◎虫歯ゼロの健康な歯を目指して一本ずつ丁寧に！ 

乳歯はいずれ生え変わる歯ですが、永久歯の準備ができる

前に乳歯が抜けてしまうと、永久歯は適切な位置に生えるこ

とができず、歯並びやかみ合わせなどが悪くなる可能性が

あります。日頃からむし歯を予防して歯を大切にしましょう。 

＊年間行事予定から変更があります 

 

言葉選びが未発達な時期の子どもは、感情や不安を表現する方法がまだ未熟なため、相手

のことを考えず「ちくちく言葉」を使ってしまうことがあります。メディアの影響や言葉の使い方を

学ぶ機会が少なかったり、大人が見本を示していないと、無意識に模倣してしまうこともあるか

もしれません。また、友達との関係で自分を守ろうとする気持ちから、否定的な表現を使ってしま

うこともあります。園では、子ども達に「ふわふわとちくちく」という絵本を読み聞かせたり、チクチ

ク言葉が聞こえてきたときは「あ！先生の胸がなんだかチクチクしてきた…痛いよ」や「いまの言

葉は嬉しいね。」などと言葉をかけ、自分で気付けるようにしています。 
 

◎伝えるポイント（例）◎ 

① 『あなた』ではなく『私』を主語にする。 

  ×「なんでそんなこというの！」 

○「そういわれるとママは悲しいな」 等 

② 子どもの『存在』ではなく『言葉』を注意する。 

  ×「そんなこと言う○○ちゃんは嫌い！」 

○「○○ちゃんのことは好きだけど今の言葉は悲しかったな」 

③ どう言えばよかったかもセットで伝える。 

  「チクチクしないためには、何て言えばよかったかな？」と 

次から使える“ふわふわ言葉”を一緒に考えるようにしましょう。 

 


